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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次
第45期
第１四半期
累計期間

第46期
第１四半期
累計期間

第45期

会計期間

自　平成24年
１月１日

至　平成24年
３月31日

自　平成25年
１月１日

至　平成25年
３月31日

自　平成24年
１月１日

至　平成24年
12月31日

売上高 （千円） 1,694,5501,776,6406,525,351

経常利益 （千円） 124,820 149,653 305,758

四半期(当期)純利益 （千円） 55,904 87,282 139,807

持分法を適用した場合の

投資利益
（千円） ― ― ―

資本金 （千円） 798,288 798,288 798,288

発行済株式総数 （株） 5,815,2945,815,2945,815,294

純資産額 （千円） 6,167,5186,386,4816,310,419

総資産額 （千円） 8,191,3468,381,1958,319,120

１株当たり四半期(当期)純利

益金額
（円） 9.66 15.08 24.15

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額
（円） ― ― ―

１株当たり配当額 （円） ― ― 15.00

自己資本比率 （％） 75.3 76.2 75.9

（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等については、

記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりませ

ん。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容に重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第１四半期累計期間における我が国経済は、昨年末に発足した新政権における大胆な金融緩和政策や景気対策

への期待感から円安進行や株価上昇が続く等、景況感に明るい兆しが見られ、景気回復への期待感が高まりました。

しかしながら、欧州の債務問題は解消されておらず、新興国の景気減速の懸念等もあり、依然として先行き不透明な

状況にあります。

　フォーム印刷業界におきましては、電子媒体やデジタル化の進展により一般ビジネスフォーム印刷の需要が逓減

しており、その中で企業の経費削減や激しい価格競争が続くなど、厳しい経営環境となりました。

　この様な情勢の中での結果、売上高1,776百万円（前年同四半期比4.8％増）、営業利益151百万円（前年同四半期

比22.0％増）、経常利益149百万円（前年同四半期比19.9％増）、四半期純利益87百万円（前年同四半期比56.1％

増）となりました。

　なお、売上状況につきましては、ビジネスフォーム725百万円（前年同四半期比0.6％減）、一般帳票類377百万円

（前年同四半期比26.4％増）、データプリント及び関連加工651百万円（前年同四半期比1.7％増）、サプライ商品

21百万円（前年同四半期比12.0％減）となっております。

　

(2）財政状態の分析　

　当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べて62百万円増加し、8,381百万円となりました。資

産の部においては、流動資産が8百万円減少し1,864百万円、固定資産が70百万円増加し6,516百万円となりました。

また、負債の部においては、流動負債が84百万円減少し1,535百万円、固定負債が70百万円増加し458百万円となりま

した。この結果、純資産の部においては、76百万円増加し6,386百万円となり、自己資本比率が76.2％となりました。

　　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,400,000

計 15,400,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年３月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成25年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,815,294 5,815,294

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

1,000株

計 5,815,294 5,815,294 ― ―

　　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年１月１日～

平成25年３月31日
― 5,815,294 ― 798,288 ― 600,052

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

①【発行済株式】

　 平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　26,000
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　 5,762,000 5,762 ―

単元未満株式 普通株式　　　27,294 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 5,815,294 ― ―

総株主の議決権 ― 5,762 ―

（注）　単元未満株式には当社所有の自己株式911株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成25年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

光ビジネスフォーム株式

会社

東京都八王子市

東浅川町553番地
26,000 － 26,000 0.45

計 ― 26,000 － 26,000 0.45

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成25年１月１日から平成25年

３月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年１月１日から平成25年３月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 378,274 320,065

受取手形及び売掛金 ※
 1,185,098

※
 1,217,883

製品 146,971 124,898

原材料 29,036 29,804

仕掛品 16,620 21,530

繰延税金資産 20,115 44,309

その他 104,563 112,925

貸倒引当金 △7,821 △7,050

流動資産合計 1,872,858 1,864,366

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,555,269 1,538,970

機械及び装置（純額） 262,070 242,107

土地 2,944,791 2,938,169

その他（純額） 294,851 333,698

有形固定資産合計 5,056,983 5,052,945

無形固定資産 108,507 102,133

投資その他の資産

投資有価証券 835,741 952,861

保険積立金 262,088 233,937

その他 191,855 183,487

貸倒引当金 △8,914 △8,536

投資その他の資産合計 1,280,770 1,361,750

固定資産合計 6,446,261 6,516,829

資産合計 8,319,120 8,381,195

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 916,170 872,059

短期借入金 217,630 132,340

未払法人税等 125,798 82,511

賞与引当金 17,480 79,938

その他 343,447 368,918

流動負債合計 1,620,528 1,535,768

固定負債

役員退職慰労引当金 124,849 117,794

資産除去債務 23,608 23,730

その他 239,714 317,421

固定負債合計 388,172 458,946

負債合計 2,008,700 1,994,714
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年12月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 798,288 798,288

資本剰余金 600,052 600,052

利益剰余金 4,880,208 4,880,665

自己株式 △18,020 △18,119

株主資本合計 6,260,528 6,260,886

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 49,891 125,594

評価・換算差額等合計 49,891 125,594

純資産合計 6,310,419 6,386,481

負債純資産合計 8,319,120 8,381,195
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年３月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年３月31日)

売上高 1,694,550 1,776,640

売上原価 1,283,635 1,330,534

売上総利益 410,915 446,106

販売費及び一般管理費 286,635 294,476

営業利益 124,279 151,629

営業外収益

受取利息 492 569

受取配当金 221 3,803

受取保険金 2,747 －

受取賃貸料 553 1,182

雑収入 1,302 2,178

営業外収益合計 5,318 7,733

営業外費用

支払利息 3,378 2,988

保険解約損 － 1,041

固定資産除却損 7 4,752

雑損失 1,391 926

営業外費用合計 4,777 9,708

経常利益 124,820 149,653

特別利益

固定資産売却益 1,383 877

投資有価証券償還益 － 88

投資有価証券売却益 427 6,866

特別利益合計 1,810 7,832

特別損失

固定資産除却損 1,243 －

投資有価証券売却損 － 315

投資有価証券評価損 20,611 －

ゴルフ会員権評価損 300 －

特別損失合計 22,155 315

税引前四半期純利益 104,475 157,171

法人税、住民税及び事業税 82,165 80,350

法人税等調整額 △33,594 △10,461

法人税等合計 48,570 69,888

四半期純利益 55,904 87,282
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【会計方針の変更】

　（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

  　当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成25年１月１日以後に取得した有形固定資産につい

ては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　　これによる当第１四半期累計期間の四半期財務諸表に与える影響額は軽微であります。　

　

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※　四半期会計期間末日満期手形の会計処理

　四半期会計期間末日満期手形の会計処理は、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当第１四半

期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末残高

に含まれております。

 
前事業年度

（平成24年12月31日）
当第１四半期会計期間
（平成25年３月31日）

受取手形 22,754千円 33,094千円

 

　

（四半期損益計算書関係）

該当事項はありません。

　

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間に

係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日）

当第１四半期累計期間
（自  平成25年１月１日
至  平成25年３月31日）

減価償却費 70,028千円 66,887千円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ  前第１四半期累計期間（自平成24年１月１日  至平成24年３月31日）

配当金支払額

（決  議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月29日

定時株主総会
普通株式 86,839千円 15.00円  平成23年12月31日 平成24年３月30日利益剰余金

　

Ⅱ  当第１四半期累計期間（自平成25年１月１日  至平成25年３月31日）

配当金支払額

（決  議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月28日

定時株主総会
普通株式 86,825千円 15.00円  平成24年12月31日 平成25年３月29日利益剰余金
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（持分法損益等）

　関連会社を有していないため、該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、印刷関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年３月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 9円66銭 15円08銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 55,904 87,282

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 55,904 87,282

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,789 5,788

 （注）  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　

　

　 　 平成２５年５月１０日　
光ビジネスフォーム株式会社 　 　

取　締　役　会　　　御　中 　 　

　

　 有限責任監査法人トーマツ

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 森　　谷　　和　　正　　印

　

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 渡　邊　　康　一　郎　　印

　

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている光
ビジネスフォーム株式会社の平成２５年１月１日から平成２５年１２月３１日までの第４６期事業年度
の第１四半期会計期間(平成２５年１月１日から平成２５年３月３１日まで)及び第１四半期累計期間
(平成２５年１月１日から平成２５年３月３１日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照
表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四
半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ
とが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して
実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国
において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて
限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、光ビジネスフォーム株式会社の平成２５年３
月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
　

以　上
　
（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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